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【保健師に期待されること】 
①データヘルス計画により、市町村に健
康寿命の延伸や医療費の適正化に向
けた計画の策定をすること 

②国保データベースシステム（ＫＤＢ）を利
活用し、地域の医療費分析や、健康課
題の把握、きめ細やかな保健事業を実
施すること 

③地域の特性に応じた「地域包括ケアシ
ステムの構築」をすること 

【市町村の現場でおきていること】 
①保健師が分散配置され縦割り化や外部
への事業委託が進み、情報を共有でき
ない環境がある。 

②地域包括ケアシステムの構築は高齢福
祉・介護保険担当部門が中心となって
事業に取組んでいるため保健分野の保
健師は全く介入していない場合がある。 

 

 そこで、保健部門、介護部門、高齢福祉
部門等の協働による事業の代表として市
町村介護保険事業計画に位置付けられ、
各自治体での取り組みが急務である「地
域包括ケアシステムの構築」を取り上げ、
市町村の各部門が把握しているデータ及
びその活用実態、各部門のデータを組織
横断的に活用するために、 
①各部門の保健師が果たしている役割や
工夫、②具体的なデータのやり取りの方
法、③その他各部門の連携を促進するた
めの仕組みや工夫、連携を阻害する課題
を明らかにし、各市町村において各部門
が連携してデータ活用を推進するための
要因を導き出したいと考えた。 

①対象となる自治体の選定 
全国保健師長会会員に協力を依頼する公募形式で３か所を選定 
②対象者 
 〇統括的役割を担っている保健師１名 
 〇健康増進を担当する保健師１名 
 〇高齢者福祉および介護保険等を担当 
  している保健師１名 
 〇国保保健事業を担当する保健師１名   
      以上計５名を基本に３名以上 

  Ａ  Ｂ  Ｃ  

人  口 10～20万人 10～20万人 10万人以下 

保健師の活動体制 ５部署に分散 ７部署に分散 ３部署に分散 

地区担当制の有無 一部有 一部有 一部有 

統括保健師の有無 有 有 有 

人材育成の仕組み 有 無 有 

１．各部署が連携したデータ活用ができている要因 
①データ活用の目的等を組織間で共有できる会議
の存在 

②保健師と事務職等における目的の共有化 
③保健師間のジョブローテーションが有効に機能し
各部署間の保健師がお互いの業務を理解できる
ことで組織間の壁が低い等   

２．連携したデータ活用を阻害する要因 
①各部署の保健師及び事務職間でデータ活用の目
的・意義等の共通認識が不十分なため、目先の業
務に追われる現状に埋没 

②各部署間で担当の地域割りが異なるとデータ活用
が難しく、住民からも地域に責任を持つ担当者が
見えにくい等 

１．地域包括ケアは「まちづくり」であり、主役は住民  
である。保健師には住民が主体的に地域課題を認
識し行動していくためのデータ活用が求められて
おり、住民と行政が共通認識できるデータを組織
横断的に統合し可視化していくことが必要である。 

２．組織横断的に統合したデータの作成には保健師
だけでなく事務職等と協働し、組織間でデータ活用
の意義の共通認識及び協働体制構築が重要であ
り、それは組織横断的な会議等を通じて醸成され
る。 

３．生活習慣病予防及び介護予防の課題や方策を
住民と共に推進していくためには、生活圏域に合
わせた組織横断的なデータを提供することが重要
である。 

「地域包括ケアシステムの構築」を例に、市町村の各部門が
把握しているデータ及びその活用実態、各部門のデータを組
織横断的に活用するために、 
 ①各部門の保健師が果たしている役割や工夫 
 ②具体的なデータのやり取りの方法 
 ③その他各部門の連携を促進するための仕組みや工夫 
    または連携を阻害する課題 
 を明らかにし、各市町村において各部門が連携してデータ活
用を推進するための要因を導き、市町村において、効果的、
効率的な健康づくりや介護予防事業の展開を図る。 

研究の目的 

研究協力市町村の概況 

研究の背景 

部署横断的連携と活動により、新しいニーズに対応した 
保健活動確立のための研究 
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分析過程：重要なキーワードの抽出→システム理論を用いて類型化→カテゴリー抽出（イメージ） 
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